
バナナの栽培と施設整備 
・グロスミッチェル種バナナは、群馬県太田市の株式会社Seed Design Office(生長点栽培で苗生産)より購入した 

・バナナ栽培ハウスは汎用パイプハウスを高さ方向に1m嵩上げし2列に各17株=28本(概ね1m間隔):図1,2参照 
・バナナ栽培の高さを稼ぐため植栽部分の土を1m掘削排除し枯草菌優占化土壌改良資材(バーク堆肥)を充塡し植えた 
・潅水は本ハウス水源である貯水槽からエンピ配管し苗に添って潅水チューブを設置した(圧力水頭は約2.8m) 
・春から秋口までは無暖房・ハウス横はメッシュとして通気した 
・冬季の暖房は木材貯留型薪ストーブを予定しているが、今後はペレットボイラを検討したい 
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図1 バナナ生育ハウス平面図(既設ハウスを1m嵩上げした) 
　 バナナ畝は1m掘り下げ枯草菌豊富な土壌改良資材を投入 図2　バナナハウス立面図(既設を1m嵩上げした) 
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図4  バナナ根本平均茎径の経日変化
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図3  バナナ葉平均高さの経日変化(苗は4月中旬植付)

新パナマ病に対する予防方法=⇒
・枯草菌優占化土壌改良資材(杉バーク堆肥を独自 
   生産)を培養土として全量使用 
・水はけが良く遅効性肥料成分を多く含む(下左分析表) 
・枯草菌(=納豆菌)は抗生物質を分泌しフザリウム 
   生長を阻害

バナナの生長は良好! 
・茎径・葉高さ平均値の週推移を右図に示すが順調 
・9月13日以降開花し実を付け始めた(1房約200本) 

中山間地域振興は? 
・同じハウスでもバナナ栽培は手間がかからない 
・バナナ実は希少価値があり当面高く販売可能 
・大量に生成される葉にはサプリメントや 
   紙資源の利用可能性が大きく産業振興が可能 

写真3　栽培ハウスは通常のパイプハウスを改造

写真4　実は10段位の房となる

写真1,2 成育中のバナナ(上は花・実)
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バナナ・グロスミッチェル種(昔の台湾バナナ)が世界中で絶滅したのはフザリウム(カビ:パナマ病)による。
現在世界中で流通しているのはキャベンディッシュ種であるが、新パナマ病も蔓延中でありバナナの危機が
せまっている。また群馬県の中山間地(赤城南麓等)では耕作放棄地が急増し里山の崩壊によりイノシシによ
る豚熱で多くの養豚場が豚熱感染の危機下にある。群馬県では温暖化による気温上昇が著しいことと組み合
わせ、グロスミッチェル種バナナの栽培で地域振興を図ることができる。前橋市で最初(群馬県で2番目)の
バナナ栽培に挑戦しその可能性を検討した 

研究概要
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フザリウム防除土壌改良資材を用いた赤城南麓バナナ栽培による地域振興 
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